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ているが,日 本での小中学校 との連続1生を考慮するとそのままの形での導入は難 しい。そこで,我 々の身
近にある物質や物体,現 象に注 目させなが ら保育園で行 うことを目的とした科学教育プログラム 「スポイ
ト遊び」を開発 し実験教室の実践 とその評価にも取 り組んだので報告する。






いる。またその内容 として 「自然に触れて生活 し,その


















一 目で小中学校の理科学習 と直接関連 しているとは認識
で きない内容が多い。また,幼稚園や保育園が科学体験











を担当 していたことか ら,現在で も年間15回程度,サ
イエ ンスショーや実験教室の講師依頼を受けている。主







頼 を受け,「幼児 に対 して幼児用に工夫 した」科学実験
や科学遊 びのプログラムを実施 したところ大変好評で
あった。この実践 より,幼児は生活 と関連する内容に特





とができる定番 となる評価方法 も少ないことを感 じてき
た。そのため,こ れらの実践知を統合 して幼児に対する
科学教育プログラム 「浮 き沈み」を開発 し,実践 とそこ
から得 られる幼児の学びに関する評価方法の研究に取 り
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組んだ1°)。この研究では,幼児の科学体験に関する興味
関心 を複数の観点か ら分析 し評価を行 った。すなわち,
(1)保護者によるアンケー ト調査,(2)幼児の絵の分析,









多い理科実験器具である 「スポイ ト(ピペッ ト)」に注
目したプログラムを開発 と,保育園における実践 と体験
した幼児の興味関心に関する評価を行った。 この際 既


























今回開発 した科学教育プログラム 「スポイ ト遊び」は,
小学生対象の実験教室でスポイ トを使った際 小学生の
兄弟 と共に参加 した幼児がスポイ トをお もちゃとして遊




て初めて扱 うスポイ トの操作は結構難 しく,小学校での
理科実験で必要 とされる操作,例 えば,た くさんの水を
吸い込もうとしたり,1滴ずつ水滴を落 とそうした りす
る操作には,ち ょっとした操作の工夫に加えて,指先の
力の微妙な調整 も必要である。また,ス ポイ トを使 う
際に,水 か らスポイ トの先端が離れると水がスポイ ト
の中に留 まらないで落ち出て しまうと考える幼児 も多
く,水を持ち上げた際にスポイ トの先端が上になるよう
に180℃回転させ,液 溜め(ヘ ッド)の部分を下にして





は,指 先 でスポイ ト
のヘ ッドを押す力の
















図1.誤 ったスポイ トの持 ち方
スポイ トを初めて見る幼児 もいるため,幼児全員
に配布 した後,何 に使 うか考えさせる。
② スポイ トの使い方を説明する。幼児に対 して水の
入ったプラスチックコップを全員に配布 し,スポイ
トを使い別の容器に移す操作を体験 させる。
③ 講師が操作方法を説明する過程で,ス ポイ トの操
作には2通り(水を吸い上げた後,ス ポイ トを逆 さ
にする操作 と逆 さにしない操作)が あることを気付
かせ,自 分が どちらの使い方をしたのかを思い出さ
せる。続いて,ス ポイ トを逆 さにしなくても水はこ
ぼれないことを確認 させる。



























































※ ・透明ス トローを使 う。





















とができない場合 も多 く,同様の手法をとることは難 し
い。そのため次の方法により得た評価指標を組み合わせ
て分析する評価手法を試みた。
① 参観 した保育士による幼児の観察 ・見取 りの結果
と感想を科学教室終了後にインタビュー
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《幼児の反応 》
・先生の指示が子 どもたちによ く伝わっていた。
・初 めて見 るスポイ トだ った と思 うが試行錯誤の後,
水 を吸い上げることが 出来,何 回 も吸った り出 した
りしていた。
・先生の話 をよく聞いて,グ ミの トレイ型を楽 しみな
から,ウ サギやハー トの型に色水 をスポイ トで入れ
ていた。水 が丸 くなることや プルプル感 も楽 しんで
いた。
・水が溢れる と器用 に,ス ポイ トで吸って コップに戻
していた。 トレイの色 と色水が合 わさり違 う色 にな
ることも楽 しんでいた。
・「スポイ トの頭 を押す と水が入 って く～」「注射?」
「ここに水入 れてチ ュー ってする～」 と,少 しずつ
観察 し試 しなが ら自分たちな りに楽 しみを見つけて
いた。
・発見 した ことを素直に喜んでいた。スポイ トを使 っ
て水の量 を加減するためには集中 しないとで きない
が本当によく集中 して取 り組んでいた。
・工夫 した り言葉で思いを表 した りしなが ら,最 後 ま
で取 り組 む姿勢 に感心 した。慎重に指の力 を加減 し
て,1滴 を作 ることが出来ていた。
・「知 りたい ・やってみたい」 という気持ちの方 向性




・指先の力 を加減 して試すこと,身 近なものを使って
集 中して取 り組め る内容が良か った。一人 に一つず
つあったことで集中力が持続で きていた。
・次々 と遊びが展開 し,面 白さが増 してい く取 り組み
だったので好奇心 を掻 き立てられ集 中も保たれてい
たのだ と思 う。見てい る側 も引 き込 まれる面白さが
あった。
《感想》
・全員がわくわ く感を持ち,目 を輝かせ集中 し,「もっ
と知 りたい」「どうなるんだろう」 とい う,す ごい
意欲を見せて くれていたことが嬉 しく感心 した。
・子 どもたちが教え合 った り,手 を挙 げて発表 した り
す る積極的な姿 に驚 いた。「知ってる」 ということ
は大切でそれを言葉 で一生懸命に伝 えようとする姿
に子 どもたちの力を感 じた。
・「経験 した事 は残る。記憶のみの知識は忘れる」 と
言 っていた言葉が心 に響いた。
・いつ もはクラスをまとめ生活を進めてい く進行係 と
いう位置 にいるが,ク ラスの雰囲気や育って きてい
る姿 もう少 し環境 を整えなが ら過 ごしてい くと良




「何回も吸ったり出 した りしていた」,「水が丸 くな





「指先の力を加減 して試す こと⊥ 「慎重に指の力 を






















やすいので,評 価 しづ らいことか らプログラム終了後,
アンケー トを保護者に配布 し,自宅で保護者が幼児から









・ハー トや星や草の形の箱 にスポイ トで色の水 を入れ
た ら赤い色 などになったこと。画用紙 に,マ ジ ック
で丸 を描いて水 をつけた らどうなるか見たことを話
して くれた。
・紙 に色水の絵 とスポイ トの絵 を描いて水 が回って く
る様子を説明 したり,型 の中にスポイ トで水を上手
に入れた といっていました。
●実践意欲2名(9%)
・家 に帰 るとす ぐに実験 を私に も見せた くて材料 を探
した りしてい ました。 とて も集中 していた ようで,
上手にお話 しして くれました。




しかった。 ゴムの ウサギの所 にいれた時に,ゼ リー
みたいにぷるぷるしていたのが不思議 だった。
●友達 とのこと1名(4%)
赤色の水 に青色の水 を入れた ら,お 友達が紫色に変
わったことを驚いて くれたこと(←嬉 しかったようで
す)。
図7.保 護者 による幼児の聞き取 りA!=23





現象 を見た感想で,「不思議 ・驚 き」 といった楽 しい以
外で述べている幼児は3名であった。これらの分類は以






























































これ らの観点に従い,19枚の絵の内容 を分析 した結


































験装置,② グループ活動,③ 講師,に興味を示 したと考
えられる。
5.まとめと今後の課題





① 保育士の見取 りや保護者アンケー ト,幼児の絵の分
析か ら判断すると,幼児はスポイ トを使った科学体験
に強い興味を示す。また,本 プログラムは,ス ポイ ト























でなく園長 ・保育士にも参観 して頂 き、意見 を伺った。
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2)お 子さんは,今 回の科学遊び教室について家でお話 ししましたか。
[は い
あればどのようにお話 していたか具体的に書いてください。
・ い い え]
・ い い え]
3)お 子様の日頃の遊びの中で身のまわりのものを使 って遊んだり,家 の周りにある
もので遊んだり楽 しんだりする様子は見られますか。
[は い ・ いいえ]
「3)で,は い」の場合,ど のような事で遊んでいるか具体的に書いてください。
4、 フ つ 也
自由にお書きください。
し(_,冒 、 ・(_,巳 、心
ありがとうございました。
このアンケー トは1月12日 までに提出をお願いいた します
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